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Ｈ19
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Ｈ19
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基準年
H22

実績値

H19 H21

◆総合計画における位置付け等

87.6

40.1

87.6

40.1

平成21年7月21日記入

H20

総事業費・人員
（単位：千円・人）

実績値 目標値

２　施策の概要
　相模原救急医療情報センターにおいて急病患者の電話案内を実施しており、初期救急医療機関のメディカルセンター、二次救急医療
機関の市内の病院、三次救急医療機関の北里大学病院救命救急センターでそれぞれの機能分担を図り、実施している。また、休日の歯
科急患診療も実施。

救急収容支障率（％）

救急受入支障回数２回までの割合
（％）

平成20年度（決算）

1,271,502 1,370,556

健康福祉局

地域医療課

１　施策の目的

青木　仁課長名

第２章　生涯にわたる健康づくりを進めます

人件費

救急医療体制の充実

年度

　休日・夜間における急病患者に対する救急医療体制の確保及び充実を図ること。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

施　策　名

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

目標値

66,170.0 62,837.0

指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

　平成２０年４月から、新たに循環器系及び消化器系の疾患
別救急医療体制を導入したため。

22,540 28,980

事業費

62,861.063,523.066,170.0 66,170.0

目標値 実績値実績値 目標値

指標１
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

64,846.0

38.0 37.039.040.1

指標３
（単位：% ）

650,922 650,922

87.6

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標５
（単位：　）

基準値

885,307

コンビニ受診患者等の年間利用者数を平成
２２年度までに５％減らすことを目標とする
（メディカルセンター等の適正利用）。

救急告示病院における収容支障率について
平成２２年目標値を３５％とする。

救急受入支障回数２回までの割合について
平成２２年目標値を９０％とする。

受入支障２回までの数／全体支障数×１００

12320

年間利用者数（人）

支障件数／収容依頼人数×１００

政策名（章）

基本施策名（節名）

2

3

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

1,801 1,930

目標値の考え方（根拠）

指標４

指標３

メディカルセンター等の利用者数

指標２

指標１

1

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

第３節　市民医療の充実

指標５

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

　救急収容支障や救急受入れ回数の割合の改善については、疾患別の体制など新たな体制の導入に努めて
いる。
今後も、その改善に向けて搬送基準の見直しやルールの徹底が必要と考える。

解決策
　相模原市医療対策協議会や小委員会において引き続き検討・協議を行っていく必要がある。

4　2　1

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.403で全119施策の中で18番目。
○重要度は4.57で1番目である。
○改善要望度は0.36で10番目である。

Ｈ20評価点

２次評価

8
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

課題

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

評価点

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

合計
１次評価

Ｂ

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

市民満足度 4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

救急医療体制の充実

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

北部
西部

南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.403 18位 4.570 1位
２０代 3.361 21位 4.523 4位
３０代 3.258 33位 4.742 1位
４０代 3.231 36位 4.551 2位
５０代 3.461 8位 4.639 1位
６０代 3.537 11位 4.559 1位
７０歳以上 3.484 31位 4.356 6位
北部 3.473 12位 4.532 1位
西部 3.409 26位 4.500 1位
南部 3.352 23位 4.665 1位
津久井 3.326 22位 4.478 2位

満足度 重要度
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